
グループ再編で２新会社設立
不動産のワンストップサー

ビス目指す
第一ビルサービス
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今
年
で
創
業
四
五

周
年
を
迎
え
る
�株
第

一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス（
中

区
南
千
田
東
町
、
杉

川
聡
社
長
）
は
新
た

に
、
建
物
診
断
や
工

事
・
コ
ン
サ
ル
の「
�株

ア

ル

コ

ン

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」（
同
所
、

社
長
同
）、介
護
・
託

児
施
設
運
営
の
「
�株

エ
ポ
カ
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
」（
同
）
を
設
立
し

た
。
事
業
範
囲
が
広

が
る
中
、
病
院
向
け

を
中
心
に
不
動
産
な

ど
の
質
的
向
上
や
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
不
動

産
総
合
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
を
目
指
す
。

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
は
、
従
来
の
よ
う
に
ビ
ル

建
物
に
不
具
合
が
生
じ
た
段
階
で
修
繕
を

行
う
の
で
は
な
く
、
メ
ン
テ
契
約
時
に
あ

ら
か
じ
め
将
来
の
修
繕
計
画
を
見
込
ん
だ

長
期
プ
ラ
ン
を
提
案
。
エ
ポ
カ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
は
、
託
児
所
運
営
も
で
き
る
利
点
を

生
か
し
、
看
護
師
な
ど
が
就
労
と
子
育
て

を
両
立
で
き
る
職
場
作
り
を
、
事
業
者
に

提
案
し
て
い
く
。
グ
ル
ー
プ
の
第
一
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル
の
第
一
リ

ア
ル
テ
ィ
、
医
療
福
祉
施
設
向
け
給
食
提

供
・
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
の
エ
ポ
カ
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携
し
、
グ
ル
ー
プ
で
一

括
し
て
修
繕
や
衛
生
設
備
管
理
な
ど
も
行

え
る
利
点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

同
社
は
指
定
管
理
者
と
し
て
、
今
年
か

ら
市
森
林
公
園
と
岡
山
の
市
営
住
宅
や
県

職
員
公
舎
な
ど
を
受
託
。
ま
た
、
エ
ポ
カ

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
、
市
内
三
ヵ
所
で

介
護
四
事
業
所
を
運
営
し
、
年
末
か
ら
来

春
に
か
け
て
新
た
に
廿
日
市
と
西
区
で
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
二
棟
と
小
規
模
多
機
能
施

設
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

産
振
構
の
Ｖ
Ｂ
サ
ロ
ン

３
社
が
事
業
プ
ラ
ン

�財
ひ
ろ
し
ま
産

業
振
興
機
構
は

５
月
２８
日
、
県

情
報
プ
ラ
ザ
で
「
ひ
ろ
し
ま
ベ
ン
チ
ャ
ー

交
流
サ
ロ
ン
」
を
開
い
た
。
次
の
三
社
が

事
業
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
販
路
拡
大
や
提

携
、
資
金
調
達
を
目
指
す
。

▽
ウ
イ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
西
区
、
木
下

茂
代
表
）
�
環
境
に
や
さ
し
い
「
海
洋
生

物
付
着
防
止
の
た
め
の
船
底
塗
料
用
添
加

剤
」
の
製
造
販
売
。
▽
�有
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｅ

Ｘ
（
東
広
島
市
、
小
比
賀
理
延
社
長
）
�

プ
ラ
ン
ト
産
業
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の

た
め
の
制
御
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
販
売
。

▽
�株
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ロ
セ
ス（
東
広
島
市
、

秋
吉
考
裕
社
長
）
�
酸
性
雨
に
よ
っ
て
生

じ
た
ス
ケ
ー
ル
の
除
去
剤
の
開
発
販
売
。

▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中
ソ
レ
イ
ユ
内

の
広
島
バ
ル
ト
１１
は
、
６
月
８
日
午
後
５

時
か
ら
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
る
異
種
格
闘
技
大
会
「
戦
極

〜
第
三
陣
〜
」
を
完
全
生
中
継
す
る
。
大

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ

ッ
ズ
も
販
売
。
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
で
料

金
四
五
〇
〇
円（
全
席
指
定
）。
�電
五
六
一

―
〇
六
〇
〇
。

子
宮
筋
腫
は
成

人
女
性
の
四
人
に

一
人
に
認
め
ら
れ
、

女
性
の
骨
盤
腫
瘍

の
な
か
で
最
も
頻

度
の
高
い
良
性
腫
瘍
で
す
。
従
来
か
ら
、

経
過
観
察
、
対
症
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
、

外
科
的
手
術
な
ど
多
く
の
治
療
法
が
あ
り

ま
す
が
、
近
年
、
子
宮
動
脈
塞
栓
術
（
以

下
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
が
安
全
で
有
効
な
治
療
法
と

し
て
、
海
外
は
も
と
よ
り
わ
が
国
で
も
広

く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
は
局
所
麻
酔
下
で
、
血
管
造
影

の
手
技
を
用
い
て
、
細
い
管
（
カ
テ
ー
テ

ル
）
を
子
宮
筋
腫
を
栄
養
す
る
両
側
の
子

宮
動
脈
ま
で
挿
入
し
た
後
、
塞
栓
物
質
を

注
入
し
て
子
宮
動
脈
を
塞
栓
す
る
治
療
法

で
す
。
治
療
の
適
応
は
、
子
宮
筋
腫
由
来

の
症
状
が
あ
り
、
対
症
療
法
や
ホ
ル
モ
ン

療
法
で
制
御
が
困
難
、
閉
経
前
で
妊
娠
を

し
て
い
な
い
こ
と
、
子
宮
癌
検
査
が
陰
性

で
あ
る
こ
と
、
患
者
さ
ん
が
外
科
的
手
術

を
望
ま
ず
、
将
来
妊
娠
・
分
娩
を
希
望
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
利
点
は
、
き
わ
め
て
低
侵
襲

で
子
宮
を
温
存
で
き
る
こ
と
、
入
院
期
間

（
通
常
は
三
泊
四
日
程
度
）
が
短
く
、
早

期
に
社
会
復
帰
が
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
、
八
五
〜
九
〇
％
の
患
者
さ
ん
で
治
療

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
手
技
的
成
功
率
は

血
管
造
影
や
塞
栓
術
に
熟
練
し
た
放
射
線

科
医
が
行
え
ば
、
九
五
〜
九
八
％
で
、
合

併
症
も
外
科
的
手
術
と
比
べ
る
と
低
く
、

比
較
的
安
全
な
治
療
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
塞
栓
術
後
に
一
過
性
に
必
ず
強
い

疼
痛
を
生
じ
、
硬
膜
外
麻
酔
な
ど
に
よ
る

強
い
鎮
痛
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
他
の
短
所
と
し
て
、
一
〇
〜
一
五
％
程

度
で
無
効
で
あ
る
こ
と
、
Ｘ
線
被
曝
が
あ

る
こ
と
、
長
期
成
績
が
不
明
な
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
は
健
康

保
険
の
適
応
外
で
あ
る
た
め
、
自
由
診
療

（
自
費
治
療
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
治

療
後
の
妊
娠
・
出
産
に
及
ぼ
す
影
響
は
十

分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
治
療
後

に
妊
娠
が
確
認
さ
れ
た
方
は
全
世
界
で
一

〇
〇
名
以
上
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
不
妊
症
の
治
療
と
し
て
本
治
療
に
取

り
組
ん
で
い
る
施
設
も
あ
る
よ
う
で
す
。

今
後
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
長
期
成
績
を
評
価
し
、

未
解
決
の
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

学
会
主
導
で
早
急
に
保
険
適
応
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
治
療
の
詳
細
に

関
し
て
は「
子
宮
筋
腫
、

子
宮
動
脈
塞
栓
術
」
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
筋
腫
に
対
す
る
子
宮
動
脈
塞
栓
術

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）に
つ
い
て

広
島
市
医
師
会
理
事

広
島
鉄
道
病
院
放
射
線
科
部
長

市
木

敏
夫

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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